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(57)【要約】
【課題】貨幣のある処理が行われた後の出金処理を任意
のタイミングで行うことにより、操作者にとっての手間
を軽減することができるため作業効率を向上させること
ができる貨幣処理装置、貨幣処理システムおよび貨幣処
理方法を提供する。
【解決手段】貨幣を処理する貨幣処理装置１０は、貨幣
を収納するとともに収納されている貨幣を繰り出す収納
繰出部１５０、２７０と、貨幣を装置外部へ出すための
出金部１７２、２６０と、収納繰出部１５０、２７０か
ら繰り出された貨幣を出金部１７２、２６０に搬送する
搬送部１７０、２６４と、収納繰出部１５０、２７０お
よび搬送部１７０、２６４の少なくとも一方を制御する
ことで、貨幣を出金部１７２、２６０から出金する出金
処理を行う制御部１２とを備えている。制御部１２は、
貨幣のある処理が行われた後に、出金処理を任意のタイ
ミングで行う。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貨幣を処理する貨幣処理装置であって、
　貨幣を収納するとともに収納されている貨幣を繰り出す収納繰出部と、
　貨幣を装置外部へ出すための出金部と、
　前記収納繰出部から繰り出された貨幣を前記出金部に搬送する搬送部と、
　前記収納繰出部および前記搬送部の少なくとも一方を制御することで、貨幣を前記出金
部から出金する出金処理を行う制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、貨幣のある処理が行われた後に、前記出金処理を任意のタイミングで行
う、貨幣処理装置。
【請求項２】
　前記制御部に任意のタイミングで出金指示を送る出金指示手段を更に備え、
　前記制御部は、貨幣のある処理が行われた後に、前記出金指示手段から出金指示を受け
取ることで前記出金処理を行う、請求項１記載の貨幣処理装置。
【請求項３】
　所定の箇所への操作者のアクセスを検知する検知部を更に備え、
　前記出金指示手段は、前記所定の箇所への操作者のアクセスが前記検知部により検知さ
れると、前記制御部に出金指示を送る、請求項２記載の貨幣処理装置。
【請求項４】
　前記検知部は前記出金部に設けられており、当該検知部は、前記出金部への操作者のア
クセスを検知する、請求項３記載の貨幣処理装置。
【請求項５】
　前記検知部は、少なくとも前記出金部内における貨幣の集積状態を検知するものである
、請求項４記載の貨幣処理装置。
【請求項６】
　前記検知部は、前記出金部内において貨幣がフル状態またはニアフル状態であるか否か
を検知するものである、請求項５記載の貨幣処理装置。
【請求項７】
　前記装置内部に貨幣を投入するための入金部を更に備え、
　前記検知部は前記入金部に設けられており、当該検知部は、前記入金部への操作者のア
クセスを検知する、請求項３記載の貨幣処理装置。
【請求項８】
　貨幣のある処理が行われた後に貨幣の次の処理が行われるまでの時間を任意に設定する
ための時間設定手段を更に備え、
　前記制御部は、貨幣のある処理が行われた後に、前記時間設定手段により設定された時
間が経過したタイミングで前記出金処理を行う、請求項１記載の貨幣処理装置。
【請求項９】
　前記制御部は、一回の取引において複数回の前記出金処理を連続して行う際に、ある前
記出金処理が行われた後に次の前記出金処理を任意のタイミングで行う、請求項１乃至８
のいずれか一項に記載の貨幣処理装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、一回の取引において貨幣の金種毎に前記出金処理を複数回連続して行う
、請求項９記載の貨幣処理装置。
【請求項１１】
　前記装置内部に貨幣を投入するための入金部を更に備え、
　前記制御部は、前記入金部により前記装置内部に投入された貨幣を前記収納繰出部に送
るような貨幣の入金処理が行われた後に前記出金処理を任意のタイミングで行う、請求項
１乃至８のいずれか一項に記載の貨幣処理装置。
【請求項１２】
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　貨幣を収納するとともに収納されている貨幣を繰り出す収納繰出部、貨幣を装置外部へ
出すための出金部、および前記収納繰出部から繰り出された貨幣を前記出金部に搬送する
搬送部を有する貨幣処理装置と、
　前記貨幣処理装置とは別に設けられ、当該貨幣処理装置に通信可能に接続された管理装
置と、
　を備えた貨幣処理システムであって、
　前記管理装置は、前記貨幣処理装置の前記収納繰出部および前記搬送部の少なくとも一
方を制御することで、貨幣を前記出金部から出金する出金処理を行う制御部を有しており
、
　前記制御部は、前記貨幣処理装置において貨幣のある処理が行われた後に、前記貨幣処
理装置において前記出金処理を任意のタイミングで行う、貨幣処理システム。
【請求項１３】
　貨幣を収納するとともに収納されている貨幣を繰り出す収納繰出部、貨幣を装置外部へ
出すための出金部、および前記収納繰出部から繰り出された貨幣を前記出金部に搬送する
搬送部を有する貨幣処理装置による貨幣処理方法であって、
　貨幣のある処理を行う工程と、
　貨幣のある処理が行われた後に、出金処理を任意のタイミングで行う工程と、
　を備えた、貨幣処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣や硬貨等の貨幣の少なくとも出金処理を行う貨幣処理装置、このような
貨幣処理装置を備えた貨幣処理システム、およびこのような貨幣処理装置による貨幣処理
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、紙幣や硬貨等の貨幣の入金処理や出金処理を行う貨幣処理装置として様々な
タイプのものが用いられている。具体的には、スーパーマーケットやコンビニエンススト
ア等の商業施設の店舗に設置されるレジ釣銭機や両替機、現金自動預け払い機（ＡＴＭ）
等として貨幣処理装置が用いられるようになっている。このような貨幣処理装置として、
例えば特許文献１等に開示されるものが知られている。特許文献１に開示される貨幣処理
装置では、紙幣の出金処理開始の指令が与えられると、金種別紙幣収納部から金種毎に紙
幣が繰り出されて紙幣出金口に送られるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際特許出願公開公報ＷＯ２００８／１５２６８５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１等に開示されるような従来の貨幣処理装置では、貨幣の出金処理開始の指令
が与えられると、出金すべき全ての金種について金種別の収納繰出部からの貨幣の繰り出
し動作が順次行われるようになっている。この場合には、各収納繰出部からの貨幣の繰り
出し動作のタイミングが固定されるため、例えば操作者が出金貨幣を金種別に取得したい
ときには出金口から貨幣を取り出した後に手動で金種毎に仕分けなければならず、操作者
にとって手間がかかるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、貨幣のある処理が行われた後
の出金処理を任意のタイミングで行うことにより、操作者にとっての手間を軽減すること
ができるため作業効率を向上させることができる貨幣処理装置、貨幣処理システムおよび
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貨幣処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の貨幣処理装置は、貨幣を処理する貨幣処理装置であって、貨幣を収納するとと
もに収納されている貨幣を繰り出す収納繰出部と、貨幣を装置外部へ出すための出金部と
、前記収納繰出部から繰り出された貨幣を前記出金部に搬送する搬送部と、前記収納繰出
部および前記搬送部の少なくとも一方を制御することで、貨幣を前記出金部から出金する
出金処理を行う制御部と、を備え、前記制御部は、貨幣のある処理が行われた後に、前記
出金処理を任意のタイミングで行うことを特徴とする。
【０００７】
　このような貨幣処理装置によれば、貨幣のある処理が行われた後の出金処理を任意のタ
イミングで行うことにより、操作者にとっての手間を軽減することができるため作業効率
を向上させることができる。
【０００８】
　本発明の貨幣処理装置は、前記制御部に任意のタイミングで出金指示を送る出金指示手
段を更に備え、前記制御部は、貨幣のある処理が行われた後に、前記出金指示手段から出
金指示を受け取ることで前記出金処理を行うようになっていてもよい。
【０００９】
　この場合、本発明の貨幣処理装置は、所定の箇所への操作者のアクセスを検知する検知
部を更に備え、前記出金指示手段は、前記所定の箇所への操作者のアクセスが前記検知部
により検知されると、前記制御部に出金指示を送るようになっていてもよい。
【００１０】
　また、前記検知部は前記出金部に設けられており、当該検知部は、前記出金部への操作
者のアクセスを検知するようになっていてもよい。
【００１１】
　この際に、前記検知部は、少なくとも前記出金部内における貨幣の集積状態を検知する
ものであってもよい。
【００１２】
　また、前記検知部は、前記出金部内において貨幣がフル状態またはニアフル状態である
か否かを検知するものであってもよい。
【００１３】
　本発明の貨幣処理装置は、前記装置内部に貨幣を投入するための入金部を更に備え、前
記検知部は前記入金部に設けられており、当該検知部は、前記入金部への操作者のアクセ
スを検知するようになっていてもよい。
【００１４】
　本発明の貨幣処理装置は、貨幣のある処理が行われた後に貨幣の次の処理が行われるま
での時間を任意に設定するための時間設定手段を更に備え、前記制御部は、貨幣のある処
理が行われた後に、前記時間設定手段により設定された時間が経過したタイミングで前記
出金処理を行うようになっていてもよい。
【００１５】
　本発明の貨幣処理装置においては、前記制御部は、一回の取引において複数回の前記出
金処理を連続して行う際に、ある前記出金処理が行われた後に次の前記出金処理を任意の
タイミングで行うようになっていてもよい。
【００１６】
　この場合、前記制御部は、一回の取引において貨幣の金種毎に前記出金処理を複数回連
続して行うようになっていてもよい。
【００１７】
　本発明の貨幣処理装置は、前記装置内部に貨幣を投入するための入金部を更に備え、前
記制御部は、前記入金部により前記装置内部に投入された貨幣を前記収納繰出部に送るよ
うな貨幣の入金処理が行われた後に前記出金処理を任意のタイミングで行うようになって
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いてもよい。
【００１８】
　本発明の貨幣処理システムは、貨幣を収納するとともに収納されている貨幣を繰り出す
収納繰出部、貨幣を装置外部へ出すための出金部、および前記収納繰出部から繰り出され
た貨幣を前記出金部に搬送する搬送部を有する貨幣処理装置と、前記貨幣処理装置とは別
に設けられ、当該貨幣処理装置に通信可能に接続された管理装置と、を備えた貨幣処理シ
ステムであって、前記管理装置は、前記貨幣処理装置の前記収納繰出部および前記搬送部
の少なくとも一方を制御することで、貨幣を前記出金部から出金する出金処理を行う制御
部を有しており、前記制御部は、前記貨幣処理装置において貨幣のある処理が行われた後
に、前記貨幣処理装置において前記出金処理を任意のタイミングで行うことを特徴とする
。
【００１９】
　このような貨幣処理システムによれば、貨幣処理装置において貨幣のある処理が行われ
た後の出金処理を任意のタイミングで行うことにより、操作者にとっての手間を軽減する
ことができるため作業効率を向上させることができる。
【００２０】
　本発明の貨幣処理方法は、貨幣を収納するとともに収納されている貨幣を繰り出す収納
繰出部、貨幣を装置外部へ出すための出金部、前記収納繰出部から繰り出された貨幣を前
記出金部に搬送する搬送部を有する貨幣処理装置による貨幣処理方法であって、貨幣のあ
る処理を行う工程と、貨幣のある処理が行われた後に、出金処理を任意のタイミングで行
う工程と、を備えたことを特徴とする。
【００２１】
　このような貨幣処理方法によれば、貨幣のある処理が行われた後の出金処理を任意のタ
イミングで行うことにより、操作者にとっての手間を軽減することができるため作業効率
を向上させることができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の貨幣処理装置、貨幣処理システムおよび貨幣処理方法によれば、貨幣のある処
理が行われた後の出金処理を任意のタイミングで行うことにより、操作者にとっての手間
を軽減することができるため作業効率を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施の形態による貨幣処理装置における硬貨入出金装置の内部構成を示
す側面図である。
【図２】図１に示す硬貨入出金装置の内部構成を示す正面図である。
【図３】本発明の実施の形態による貨幣処理装置における紙幣入出金装置の内部構成を示
す側面図である。
【図４】本発明の実施の形態による貨幣処理装置における制御系の構成を示す機能ブロッ
ク図である。
【図５】図１乃至図４に示す貨幣処理装置における硬貨入出金装置や紙幣入出金装置の動
作の一例を示すフローチャートである。
【図６】図１乃至図４に示す貨幣処理装置における硬貨入出金装置や紙幣入出金装置の動
作の他の例を示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施の形態による硬貨釣銭機の内部構成を示す上面図である。
【図８】図７に示す硬貨釣銭機における硬貨入金部および硬貨出金部の構成の一例を概略
的に示す上面図である。
【図９】図７に示す硬貨釣銭機における硬貨入金部および硬貨出金部の構成の他の例を概
略的に示す側面図である。
【図１０】図７に示す硬貨釣銭機における硬貨入金部および硬貨出金部の構成の更に他の
例を概略的に示す上面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１乃至図７は、本実施
の形態による貨幣処理装置における硬貨入出金装置や紙幣入出金装置を示す図である。
【００２５】
　本実施の形態による貨幣処理装置１０は、図１および図２に示す硬貨入出金装置１００
ならびに図３に示す紙幣入出金装置２００が左右に並ぶよう配置されるものである。この
ような貨幣処理装置１０は、例えばスーパーマーケット等の店舗におけるバックオフィス
領域に設置される出納機として用いられるようになっており、当該出納機は、フロントオ
フィス領域に設けられた現金精算装置へ装填するための釣銭準備金としての貨幣を出金し
たり、現金精算装置から回収した売上金としての貨幣を入金したりするようになっている
。
【００２６】
　まず、このような貨幣処理装置１０における硬貨入出金装置１００の内部構成について
図１および図２を用いて説明する。図１および図２に示すように、硬貨入出金装置１００
は、略直方体形状の筐体１０２と、筐体１０２の外部から内部に硬貨を投入するための硬
貨入金部１１０（図２参照）と、硬貨入金部１１０により筐体１０２の内部に投入された
硬貨が送られて貯留されるとともに貯留された硬貨を１枚ずつ繰り出す貯留繰出部１３０
とを備えている。貯留繰出部１３０は、鉛直方向に対して所定角度で傾斜しており傾斜姿
勢で回転させられる回転円盤１３２と、この回転円盤１３２の表面１３２ｂとの間に硬貨
を貯留する硬貨貯留空間１３３を形成するカバー部材１３４とを有している。
【００２７】
　図２に示すように、硬貨入金部１１０には例えば光センサ等から構成される入金検知セ
ンサ１１１が設けられている。操作者が硬貨入金部１１０に硬貨を投入する際に、硬貨入
金部１１０に投入された硬貨が入金検知センサ１１１により検知されるようになっている
。また、操作者が硬貨入金部１１０に手を入れると、この操作者の手が入金検知センサ１
１１により検知されるようになっている。また、筐体１０２の前面において硬貨入金部１
１０の近傍には人感センサ１１２が設けられており、操作者が人感センサ１１２に手をか
ざすとこの操作者の手が人感センサ１１２により検知されるようになっている。
【００２８】
　また、筐体１０２内の上部において、貯留繰出部１３０から繰り出された硬貨を１枚ず
つ搬送する入金搬送部１２０が設けられており、この入金搬送部１２０には、当該入金搬
送部１２０により搬送される硬貨の金種、真偽、正損、新旧等の識別を行う識別部１２２
が設けられている。図１に示すように、入金搬送部１２０には無端状ベルト１２０ｐが設
けられている。無端状ベルト１２０ｐは複数のプーリに張架されており、一のプーリに取
り付けられたモータにより無端状ベルト１２０ｐは図１における反時計回りの方向に循環
移動させられるようになっている。また、この無端状ベルト１２０ｐには複数の突起部材
（図示せず）が等間隔で設けられており、一の突起部材に硬貨が１枚引っ掛けられること
により、搬送面上で硬貨が１枚ずつ搬送させられるようになっている。
【００２９】
　また、筐体１０２内において入金搬送部１２０の下方には複数（具体的には８つ）の収
納繰出部１５０が設けられている。各収納繰出部１５０は、識別部１２２による硬貨の識
別結果に基づいて、入金搬送部１２０に設けられた選別部１２４によりシュート１２６を
介して当該入金搬送部１２０から硬貨が送られて収納されるようになっている。また、入
金搬送部１２０には、リジェクト硬貨用の選別部であるリジェクト選別部１２７が設けら
れており、識別部１２２により偽貨（偽物の硬貨）であると判別された硬貨はこのリジェ
クト選別部１２７によりリジェクト硬貨用のシュート１２５を介して後述する硬貨出金部
１７２に送られるようになっている。また、図示していないが、硬貨出金部１７２とは別
に、リジェクト硬貨を機体外に返却するための返却部（リジェクト部）が硬貨出金部１７
２の近傍に設けられていてもよい。この場合には、識別部１２２により偽貨であると判別
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された硬貨はリジェクト硬貨としてこのリジェクト選別部１２７によりリジェクト硬貨用
のシュート１２５を介して返却部に送られるようになる。
【００３０】
　また、各収納繰出部１５０は、当該収納繰出部１５０に収納された硬貨を１枚ずつ繰り
出すようになっている。より詳細には、各収納繰出部１５０は、鉛直方向に対して所定角
度で傾斜しており傾斜姿勢で回転させられる回転円盤１５２と、この回転円盤１５２の表
面１５２ｂとの間に硬貨を収納する硬貨収納空間１５３を形成するカバー部材１５４とを
有している。
【００３１】
　また、硬貨入出金装置１００には、筐体１０２外へ硬貨を投出する硬貨出金部１７２が
設けられており、筐体１０２内には、各収納繰出部１５０から繰り出された硬貨を硬貨出
金部１７２に搬送する出金搬送部１７０が設けられている。出金搬送部１７０は、各収納
繰出部１５０の下方に設けられ略水平方向に沿って延びる第１の出金搬送部分１７０ａと
、第１の出金搬送部分１７０ａから送られた硬貨を硬貨出金部１７２に搬送する第２の出
金搬送部分１７０ｂとを有している。また、出金搬送部１７０は、複数のプーリに張架さ
れた無端状ベルト１７０ｐから構成されている。そして、一のプーリに取り付けられたモ
ータにより無端状ベルト１７０ｐは図１における時計回りおよび反時計回りの両方向に循
環移動させられるようになっている。無端状ベルト１７０ｐには複数の突起部材（図示せ
ず）が等間隔で設けられており、一の突起部材に硬貨が１枚以上引っ掛けられることによ
り、無端状ベルト１７０ｐにより硬貨が１枚以上ずつ搬送させられるようになっている。
【００３２】
　また、図１に示すように、硬貨出金部１７２には残留検知センサ１７４およびフル検知
センサ１７６がそれぞれ設けられている。残留検知センサ１７４は例えば光センサ等から
構成されており、硬貨出金部１７２内に硬貨が存在する場合にはこの硬貨が残留検知セン
サ１７４により検知されるようになっている。また、フル検知センサ１７６は例えば光セ
ンサ等から構成されており、硬貨出金部１７２内で硬貨がフル状態またはニアフル状態と
なったときにはこのことがフル検知センサ１７６により検知されるようになっている。
【００３３】
　また、筐体１０２内において、出金搬送部１７０の下方にはオーバーフロー硬貨収納部
１８０が設けられている。オーバーフロー硬貨収納部１８０は、例えば筐体１０２に対し
て着脱自在に設けられた回収ボックス等から構成されている。無端状ベルト１７０ｐが図
２における時計回りの方向に循環移動することにより、出金搬送部１７０における第１の
出金搬送部分１７０ａからオーバーフロー硬貨収納部１８０に硬貨が送られるようになっ
ている。そして、オーバーフロー硬貨収納部１８０が回収ボックスから構成されている場
合には、当該回収ボックスに硬貨が収納された後、筐体１０２から回収ボックスを手前側
に引き出すことにより、硬貨を回収ボックスごと回収することができるようになっている
。
【００３４】
　次に、このような貨幣処理装置１０における紙幣入出金装置２００の内部構成について
図３を用いて説明する。図３に示すように、紙幣入出金装置２００は略直方体形状の筐体
２０２を有しており、この筐体２０２の前面（図３における右側の側面）には紙幣入金部
２５２および紙幣出金部２６０が設けられている。紙幣入金部２５２には入金部カバー２
５２ａおよび紙幣繰出機構２５２ｂが設けられており、操作者が紙幣入出金装置２００へ
少数枚の紙幣を入金する場合には、紙幣を積層状態で紙幣入金部２５２にセットした後、
紙幣繰出機構２５２ｂにより紙幣を１枚ずつ筐体２０２内に繰り出すようになっている。
また、多量の紙幣を入金する場合には、入金部カバー２５２ａを上方に開いた状態で多量
の紙幣を紙幣入金部２５２にセットした後、紙幣繰出機構２５２ｂにより紙幣を１枚ずつ
筐体２０２内に繰り出すようになっている。
【００３５】
　図３に示すように、紙幣入金部２５２には例えば光センサ等から構成される入金検知セ
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ンサ２５３が設けられている。操作者が紙幣入金部２５２に紙幣を投入する際に、紙幣入
金部２５２に投入された紙幣が入金検知センサ２５３により検知されるようになっている
。また、操作者が紙幣入金部２５２に手を入れると、この操作者の手が入金検知センサ２
５３により検知されるようになっている。また、筐体２０２の上面において紙幣入金部２
５２の近傍には人感センサ２９０が設けられており、操作者が人感センサ２９０に手をか
ざすとこの操作者の手が人感センサ２９０により検知されるようになっている。
【００３６】
　また、紙幣入出金装置２００の筐体２０２内には搬送部２６４が設けられており、この
搬送部２６４は、紙幣繰出機構２５２ｂにより筐体２０２内に繰り出された紙幣を１枚ず
つ搬送するようになっている。搬送部２６４には識別部２６６が設けられており、紙幣繰
出機構２５２ｂにより筐体２０２内に繰り出された紙幣は識別部２６６によりその金種、
真偽、正損、新旧等が識別されるようになっている。
【００３７】
　また、筐体２０２内において複数の収納繰出部２７０が設けられており、各収納繰出部
２７０はそれぞれ搬送部２６４に接続されている。各収納繰出部２７０は、紙幣を金種別
に収納するようになっている。より詳細には、識別部２６６による識別結果に基づいて、
紙幣繰出機構２５２ｂにより筐体２０２内に繰り出された紙幣は搬送部２６４により各収
納繰出部２７０に金種別に送られるようになっている。また、各収納繰出部２７０は、当
該収納繰出部２７０に収納された紙幣を１枚ずつ搬送部２６４に繰り出すことができるよ
うになっている。各収納繰出部２７０は、図３に示すような紙幣を１枚ずつ一対のテープ
間に挟み込んだ状態で当該テープを紙幣とともに巻き取るテープリール式の収納繰出部で
あってもよく、あるいは、紙幣を積み重ねて収納するスタッカ式の収納繰出部（図示せず
）であってもよい。
【００３８】
　また、図３に示すように、筐体２０２内において、現金搬送カセット２３５が着脱自在
に装着されるカセット装着部２８０が設けられている。カセット装着部２８０は搬送部２
６４に接続されており、カセット装着部２８０に現金搬送カセット２３５が装着されたと
きに、搬送部２６４から現金搬送カセット２３５に紙幣を送ることができるとともに、現
金搬送カセット２３５に収納された紙幣を搬送部２６４に繰り出すことができるようにな
っている。このような現金搬送カセット２３５を筐体２０２から外側に引き出すことによ
り、現金搬送カセット２３５ごと紙幣を回収することができるようになる。
【００３９】
　また、紙幣出金部２６０には出金部シャッタ２６０ａが設けられている。紙幣が紙幣出
金部２６０に送られた後、操作者は出金部シャッタ２６０ａを開くことにより、紙幣出金
部２６０に集積された紙幣を取り出すことができるようになっている。または、出金完了
後に自動で出金部シャッタ２６０ａが開くようになっていてもよい。
【００４０】
　また、図３に示すように、紙幣出金部２６０には残留検知センサ２６１およびアクセス
検知センサ２６２がそれぞれ設けられている。残留検知センサ２６１は例えば光センサ等
から構成されており、紙幣出金部２６０内に紙幣が存在する場合にはこの紙幣が残留検知
センサ２６１により検知されるようになっている。また、アクセス検知センサ２６２は例
えば光センサ等から構成されており、紙幣出金部２６０から操作者が手で紙幣を取り出そ
うとする際にこの操作者の手がアクセス検知センサ２６２により検知されるようになって
いる。
【００４１】
　次に、このような貨幣処理装置１０における制御系の構成について図４を用いて説明す
る。図４に示すように、本実施の形態による貨幣処理装置１０における硬貨入出金装置１
００の筐体１０２の内部または紙幣入出金装置２００の筐体２０２の内部には制御部１２
が設けられており、当該制御部１２により硬貨入出金装置１００および紙幣入出金装置２
００の各々の構成部材が制御されるようになっている。具体的には、制御部１２には、硬
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貨入出金装置１００の入金搬送部１２０、識別部１２２、選別部１２４、リジェクト選別
部１２７、貯留繰出部１３０、収納繰出部１５０、出金搬送部１７０、入金検知センサ１
１１、残留検知センサ１７４、フル検知センサ１７６、人感センサ１１２等が接続されて
おり、識別部１２２による硬貨の識別情報や、各センサ１１１、１７４、１７６、１１２
による検知情報等が制御部１２に送られるとともに、制御部１２は硬貨入出金装置１００
の各構成部材に指令信号を送ることによりこれらの構成部材の制御を行うようになってい
る。また、制御部１２には、紙幣入出金装置２００の紙幣繰出機構２５２ｂ、入金検知セ
ンサ２５３、残留検知センサ２６１、アクセス検知センサ２６２、搬送部２６４、識別部
２６６、収納繰出部２７０、カセット装着部２８０、人感センサ２９０等が接続されてお
り、識別部２６６による紙幣の識別情報や、各センサ２５３、２６１、２６２、２９０に
よる検知情報等が制御部１２に送られるとともに、制御部１２は紙幣入出金装置２００の
各構成部材に指令信号を送ることによりこれらの構成部材の制御を行うようになっている
。
【００４２】
　また、図４に示すように、制御部１２には、操作表示部２０、記憶部２２、出金指示手
段２４、時間設定手段２６および通信インターフェース部３０がそれぞれ接続されている
。操作表示部２０は硬貨入出金装置１００の筐体１０２または紙幣入出金装置２００の筐
体２０２の上部に設けられたタッチパネル等からなり、操作者が操作するための操作画面
や、硬貨入出金装置１００および紙幣入出金装置２００の各々に収納されている貨幣の在
高に係る情報等が操作表示部２０に表示されるようになっている。また、記憶部２２は、
硬貨入出金装置１００および紙幣入出金装置２００による硬貨および紙幣の処理履歴や、
硬貨入出金装置１００および紙幣入出金装置２００の各々に収納されている貨幣の在高に
係る情報等を記憶するようになっている。出金指示手段２４は、制御部１２に任意のタイ
ミングで出金指示を送るようになっており、制御部１２は、貨幣処理装置１０において貨
幣のある処理が行われた後に、出金指示手段２４から出金指示を受け取ることで貨幣の出
金処理を行うようになっている。このような出金指示手段２４の機能の詳細については後
述する。また、時間設定手段２６は、貨幣処理装置１０において貨幣のある処理が行われ
た後に次の処理が行われるまでの時間を任意に設定するようになっている。ここで、制御
部１２は、貨幣処理装置１０において貨幣のある処理が行われた後に、時間設定手段２６
により設定された時間が経過したタイミングで貨幣の出金処理を行うようになっていても
よい。このような時間設定手段２６の機能の詳細については後述する。また、制御部１２
は、通信インターフェース部３０を介して外部装置９０（例えば、上位端末）に対して様
々な信号の送受信を行うことができるようになっている。
【００４３】
　次に、このような貨幣処理装置１０の動作について以下に説明する。なお、以下に示す
ような貨幣処理装置１０の動作は、制御部１２が硬貨入出金装置１００や紙幣入出金装置
２００の各構成部材を制御することにより行われるようになっている。
【００４４】
　最初に、貨幣処理装置１０において貨幣の入金処理が行われる際の動作について説明す
る。具体的には、図１および図２に示すような硬貨入出金装置１００において硬貨の入金
処理が行われる際に、操作者はまず硬貨入金部１１０に硬貨を投入する。この際に硬貨入
金部１１０に投入された硬貨が入金検知センサ１１１により検知される。硬貨入金部１１
０に投入された硬貨は貯留繰出部１３０に送られ、この貯留繰出部１３０に貯留されるよ
うになる。硬貨入金部１１０に投入された硬貨が貯留繰出部１３０に貯留された後、この
貯留繰出部１３０の回転円盤１３２が回転することにより貯留繰出部１３０から硬貨が１
枚ずつ入金搬送部１２０に繰り出され、この繰り出された硬貨は入金搬送部１２０の無端
状ベルト１２０ｐにより図１における反時計回りの方向（すなわち、図１における矢印方
向）に１枚ずつ搬送される。また、無端状ベルト１２０ｐにより搬送される硬貨は識別部
１２２によりその金種、真偽、正損、新旧等が識別される。ここで、識別部１２２により
識別することができなかった硬貨や、識別部１２２による識別結果に基づいて偽貨（偽物
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の硬貨）であると判別された硬貨は、リジェクト選別部１２７により選別されてリジェク
ト硬貨用のシュート１２５を介して硬貨出金部１７２にリジェクト硬貨として送られる。
このことにより、操作者は硬貨出金部１７２から硬貨を取り出して硬貨入金部１１０に再
投入等することができるようになる。また、識別部１２２による識別結果に基づいて正常
な硬貨であると判別された硬貨は選別部１２４により金種毎に選別されて各シュート１２
６に送られる。このことにより各シュート１２６から各収納繰出部１５０に硬貨が金種毎
に送られ、これらの収納繰出部１５０に硬貨が金種毎に収納されるようになる。そして、
硬貨入金部１１０に投入された硬貨が全て各収納繰出部１５０等に送られた後、操作者に
より入金確定の指令が操作表示部２０等により入力されると、硬貨入出金装置１００にお
ける硬貨の入金処理が完了する。
【００４５】
　また、図３に示すような紙幣入出金装置２００において紙幣の入金処理が行われる際に
、操作者はまず紙幣入金部２５２に紙幣を投入する。この際に紙幣入金部２５２に投入さ
れた紙幣が入金検知センサ２５３により検知される。紙幣入金部２５２に投入された紙幣
は紙幣繰出機構２５２ｂにより１枚ずつ搬送部２６４に繰り出され、この繰り出された紙
幣は搬送部２６４により１枚ずつ搬送される。また、搬送部２６４により搬送される紙幣
は識別部２６６によりその金種、真偽、正損、新旧等が識別される。ここで、識別部２６
６により識別することができなかった紙幣や、識別部２６６による識別結果に基づいて偽
券（偽物の紙幣）であると判別された紙幣は、搬送部２６４により紙幣出金部２６０にリ
ジェクト紙幣として送られる。このことにより、操作者は紙幣出金部２６０から紙幣を取
り出して紙幣入金部２５２に再投入等することができるようになる。また、識別部２６６
による識別結果に基づいて正常な紙幣であると判別された紙幣は搬送部２６４により各収
納繰出部２７０に金種毎に送られ、これらの収納繰出部２７０に紙幣が金種毎に収納され
るようになる。そして、紙幣入金部２５２に投入された紙幣が全て各収納繰出部２７０等
に送られた後、操作者により入金確定の指令が操作表示部２０等により入力されると、紙
幣入出金装置２００における紙幣の入金処理が完了する。
【００４６】
　次に、貨幣処理装置１０において貨幣の出金処理が行われる際の動作について説明する
。具体的には、図１および図２に示すような硬貨入出金装置１００において硬貨の出金処
理が行われる際に、操作者はまず硬貨の出金処理の指令を操作表示部２０により制御部１
２に入力する。この際に、出金されるべき硬貨の金種毎の枚数や合計金額等に係る情報も
操作者は操作表示部２０により制御部１２に入力する。硬貨の出金処理の指令が制御部１
２に入力されると、出金されるべき硬貨が各収納繰出部１５０から繰り出され、この繰り
出された硬貨は出金搬送部１７０に送られる。また、硬貨の出金処理の指令が制御部１２
に入力されると、出金搬送部１７０の無端状ベルト１７０ｐは図１における反時計回りの
方向に循環移動させられる。このことにより、出金搬送部１７０に送られた硬貨は無端状
ベルト１７０ｐにより硬貨出金部１７２に送られる。なお、硬貨出金部１７２内に硬貨が
存在する場合にはこの硬貨が残留検知センサ１７４により検知される。また、硬貨出金部
１７２に硬貨が送られているときに硬貨出金部１７２内で硬貨がフル状態またはニアフル
状態となったときにはこのことがフル検知センサ１７６により検知される。そのときは、
硬貨出金部１７２のフル状態またはニアフル状態が解除されるまで、硬貨出金部１７２へ
の硬貨の送り出しを停止させる。そして、出金されるべき硬貨が全て硬貨出金部１７２に
送られた後、操作者は硬貨出金部１７２から硬貨を手で取り出す。このことにより硬貨入
出金装置１００における硬貨の出金処理が完了する。なお、操作者が硬貨出金部１７２か
ら硬貨を手で取り出す際に、この操作者の手がフル検知センサ１７６により検知されるよ
うになる。
【００４７】
　また、図３に示すような紙幣入出金装置２００において紙幣の出金処理が行われる際に
、操作者はまず紙幣の出金処理の指令を操作表示部２０により制御部１２に入力する。こ
の際に、出金されるべき紙幣の金種毎の枚数や合計金額等に係る情報も操作者は操作表示
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部２０により制御部１２に入力する。紙幣の出金処理の指令が制御部１２に入力されると
、出金されるべき紙幣が各収納繰出部２７０から搬送部２６４に繰り出され、この繰り出
された硬貨は搬送部２６４により紙幣出金部２６０に送られる。なお、紙幣出金部２６０
内に紙幣が存在する場合にはこの紙幣が残留検知センサ２６１により検知される。そして
、出金されるべき紙幣が全て紙幣出金部２６０に送られた後、操作者は紙幣出金部２６０
から紙幣を手で取り出す。このことにより紙幣入出金装置２００における紙幣の出金処理
が完了する。なお、操作者が紙幣出金部２６０から紙幣を手で取り出す際に、この操作者
の手がアクセス検知センサ２６２により検知されるようになる。
【００４８】
　また、本実施の形態の貨幣処理装置１０では、上述した貨幣の出金処理が行われる際に
、ある金種の貨幣の出金処理が行われた後、別の金種の貨幣の出金処理を任意のタイミン
グで行うことができるようになっている。すなわち、硬貨および紙幣の各々について、全
ての金種の貨幣を一度に硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０に送るのではなく、金種毎
に貨幣を硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０に都度送るようにすることができるように
なっている。このことにより、操作者は硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０から貨幣を
金種混合状態で取り出すのではなく、硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０から金種毎に
貨幣を都度取り出すことができるようになる。このような動作の詳細について図５に示す
フローチャートを用いて以下に説明する。
【００４９】
　本実施の形態の貨幣処理装置１０において、貨幣の出金処理のモードとして全金種一括
出金モードおよび金種毎出金モードのうちいずれかの出金モードを選択することができる
ようになっている。具体的には、操作表示部２０の待機画面等において当該操作表示部２
０には「通常出金ボタン」および「釣銭準備金出金ボタン」がそれぞれ表示されており、
操作者によって「通常出金ボタン」が押下されると貨幣の出金処理のモードとして全金種
一括出金モードが選択され、一方「釣銭準備金出金ボタン」が押下されると貨幣の出金処
理のモードとして金種毎出金モードが選択されるようになる。ここで、貨幣の出金処理の
モードとして全金種一括出金モードが選択された場合には、貨幣の出金処理の指令が制御
部１２に入力されると出金されるべき全ての金種の貨幣が一度に硬貨出金部１７２や紙幣
出金部２６０に送られ、これらの硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０に複数の金種の貨
幣が金種混合状態で集積されるようになる。このため、操作者は硬貨出金部１７２や紙幣
出金部２６０から貨幣を金種混合状態で取り出すようになる。一方、貨幣の出金処理のモ
ードとして金種毎出金モードが選択された場合には、一回の取引において貨幣の金種毎に
出金処理を複数回連続して行うことができるようになる。この際に、ある金種の貨幣の出
金処理が行われた後、次の金種の貨幣の出金処理が任意のタイミングで行われるようにな
る。具体的には、貨幣の出金処理のモードとして金種毎出金モードが選択された場合には
、出金されるべき貨幣の金種毎に、特定の金種の出金指示が出金指示手段２４により制御
部１２に任意のタイミングで送られ、制御部１２は出金指示手段２４から出金指示を受け
取る度に各金種の貨幣の出金処理を行うようになる。このような金種毎出金モードについ
て以下に詳述する。
【００５０】
　貨幣の出金処理のモードとして金種毎出金モードが選択された場合には、貨幣の出金処
理の指令が操作者によって操作表示部２０等により制御部１２に入力されると（ＳＴＥＰ
１）、出金されるべき貨幣の複数の金種のうちある金種の貨幣（１金種目の貨幣）の出金
指示が出金指示手段２４から制御部１２に送られる。このことにより、制御部１２は、貨
幣処理装置１０において１金種目の貨幣の出金処理を行う（ＳＴＥＰ２）。その後、所定
の箇所への操作者のアクセスが検知されると（ＳＴＥＰ３の「ＹＥＳ」）、出金指示手段
２４は別の金種の貨幣（２金種目の貨幣）の出金指示を制御部１２に送る（ＳＴＥＰ４）
。具体的には、貨幣処理装置１０において１金種目の貨幣の出金処理が行われると、この
１金種目の硬貨が硬貨出金部１７２に集積されたり１金種目の紙幣が紙幣出金部２６０に
集積されたりするようになる。ここで、操作者が硬貨出金部１７２に手を入れてこの硬貨
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出金部１７２から１金種目の硬貨を取り出す際に、操作者の手がフル検知センサ１７６に
より検知される。また、操作者が紙幣出金部２６０に手を入れてこの紙幣出金部２６０か
ら１金種目の紙幣を取り出す際に、操作者の手がアクセス検知センサ２６２により検知さ
れる。このように、所定の箇所（すなわち、硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０）への
操作者のアクセスがフル検知センサ１７６やアクセス検知センサ２６２等の検知部により
検知されると（ＳＴＥＰ３の「ＹＥＳ」）、出金指示手段２４は別の金種の貨幣（２金種
目の貨幣）の出金指示を制御部１２に送る（ＳＴＥＰ４）。なお、所定の箇所（すなわち
、硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０）への操作者のアクセスを検知する検知部として
、フル検知センサ１７６やアクセス検知センサ２６２の代わりに、残留検知センサ１７４
、２６１を用いてもよい。また、制御部１２は、出金指示手段２４から別の金種の貨幣の
出金指示が送られると、貨幣処理装置１０において２金種目の貨幣の出金処理を行う（Ｓ
ＴＥＰ４）。その後、所定の箇所への操作者のアクセスが検知されると（ＳＴＥＰ５の「
ＹＥＳ」）、出金指示手段２４は更に別の金種の貨幣（３金種目以降の貨幣）の出金指示
を制御部１２に送る（ＳＴＥＰ６）。また、制御部１２は、出金指示手段２４から更に別
の金種の貨幣の出金指示が送られると、貨幣処理装置１０において３金種目以降の貨幣の
出金処理を行う。このような金種毎の貨幣の出金処理は、出金されるべき全ての金種の貨
幣が出金されるまで行われる（ＳＴＥＰ７の「ＮＯ」）。そして、出金されるべき全ての
金種の貨幣が出金されると、金種毎出金モードによる貨幣の出金処理が完了する。
【００５１】
　なお、本実施の形態では、金種毎出金モードによる貨幣の出金処理は上記の態様に限定
されることはない。例えば、貨幣処理装置１０においてある金種の貨幣の出金処理が行わ
れた後、操作者が硬貨入出金装置１００の硬貨入金部１１０の近傍に設けられた人感セン
サ１１２や紙幣入出金装置２００の紙幣入金部２５２の近傍に設けられた人感センサ２９
０に手をかざすことにより所定の箇所（すなわち、硬貨入金部１１０や紙幣入金部２５２
の近傍の箇所）への操作者のアクセスが人感センサ１１２、２９０等の検知部により検知
されると、出金指示手段２４は別の金種の貨幣の出金指示を制御部１２に送るようになっ
ていてもよい。また、別の例として、貨幣処理装置１０においてある金種の貨幣の出金処
理が行われた後、硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０から貨幣が取り出されることによ
り残留検知センサ１７４、２６１によって貨幣が検知されなくなると、出金指示手段２４
は別の金種の貨幣の出金指示を制御部１２に送るようになっていてもよい。また、更に別
の例として、貨幣処理装置１０においてある金種の貨幣の出金処理が行われた後、操作者
が硬貨入金部１１０や紙幣入金部２５２に手を入れることによりこの操作者の手が入金検
知センサ１１１、２５３により検知されたときに、出金指示手段２４は別の金種の貨幣の
出金指示を制御部１２に送るようになっていてもよい。また、更に別の例として、貨幣処
理装置１０において金種毎出金モードによる貨幣の出金処理が行われる際に、ある金種の
貨幣の出金処理が行われ、この金種の貨幣が硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０に集積
された後、「次へ」というボタンが操作表示部２０に表示されるようになっていてもよい
。この場合、操作者によって硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０から貨幣が取り出され
た後に「次へ」というボタンが当該操作者により押下されると、出金指示手段２４は別の
金種の貨幣の出金指示を制御部１２に送るようになる。このように、出金指示手段２４が
制御部１２に出金指示を送る任意のタイミングは、様々なタイミングとすることができる
。
【００５２】
　また、本実施の形態では、金種毎出金モードによる貨幣の出金処理において、出金指示
手段２４から制御部１２に金種毎の出金指示が送られることにより金種毎の貨幣の出金処
理が行われる態様に限定されることはない。金種毎出金モードによる貨幣の出金処理の他
の例として、ある金種の貨幣の出金処理が行われた後に別の金種の貨幣の出金処理が行わ
れるまでの時間（例えば、２０秒）を時間設定手段２６により任意に設定することができ
るようになっていてもよい。このような時間設定手段２６による時間の設定は、操作表示
部２０に設定画面が表示されているときに操作者がこの設定画面を操作することにより行
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うことができるようになっている。この場合には、貨幣処理装置１０においてある金種の
貨幣の出金処理が行われた後、制御部１２は、時間設定手段２６により設定された時間が
経過したタイミングで、別の金種の貨幣の出金処理を行うようになる。また、時間設定手
段２６により任意に設定される時間は、当該時間の設定を行う操作者の識別情報（操作者
ＩＤ）や、貨幣の出金処理が行われる時間帯によって変わるようになっていてもよい。具
体的には、例えば貨幣処理装置１０の取り扱いに慣れているようなベテランの操作者につ
いては時間設定手段２６により設定される時間を短くすることにより迅速に貨幣の出金処
理を行うことができるようにする一方、貨幣処理装置１０の取り扱いに慣れていない初心
者の操作者については時間設定手段２６により設定される時間を長くすることにより当該
操作者が硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０から貨幣を取り出す際に余裕を持たせるよ
うにする。
【００５３】
　また、上記の説明では、貨幣の出金処理が行われる際に貨幣を金種毎に硬貨出金部１７
２や紙幣出金部２６０に送るような金種毎出金モードを行うことができる旨を述べたが、
本実施の形態では、制御部１２は、一回の取引において貨幣の金種毎に出金処理を複数回
連続して行うことに加えて、または一回の取引において貨幣の金種毎に出金処理を複数回
連続して行う代わりに、一回の取引において貨幣の枚数毎や金額毎に出金処理を複数回連
続して行うことができるようになっていてもよい。具体的には、貨幣の出金処理が行われ
る際に、硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０に所定の枚数の貨幣や所定の金額の貨幣が
送られる度に貨幣の出金処理が中断される。そして、操作者によって硬貨出金部１７２や
紙幣出金部２６０から貨幣が取り出される際に、所定の箇所（すなわち、硬貨出金部１７
２や紙幣出金部２６０）への操作者のアクセスがフル検知センサ１７６やアクセス検知セ
ンサ２６２等の検知部により検知されると、貨幣の出金指示が出金指示手段２４から制御
部１２に送られる。このことにより、貨幣の出金処理が再開されるようになる。
【００５４】
　また、本実施の形態の貨幣処理装置１０では、貨幣の入金処理が行われた後に出金処理
が任意のタイミングで引き続き行われるようになっていてもよい。このような入金処理お
よび出金処理を連続して行うような入出金連続処理について図６に示すフローチャートを
用いて説明する。
【００５５】
　本実施の形態による貨幣処理装置１０がスーパーマーケット等の店舗におけるバックオ
フィス領域に設置される出納機として用いられるときに、操作者はフロントオフィス領域
に設けられた現金精算装置から回収した売上金としての貨幣を貨幣処理装置１０に入金す
るとともに当該現金精算装置へ装填するための釣銭準備金としての貨幣を貨幣処理装置１
０から出金する動作を連続して一度に行いたい場合がある。この場合には貨幣の入金処理
が行われた後に出金処理が任意のタイミングで引き続き行われるような入出金連続処理を
行うことにより、操作者が貨幣の出金処理の指示を操作表示部２０により制御部１２に入
力する手間を省くことができるようになる。なお、このような入出金連続処理が行われる
際には、釣銭準備金として貨幣処理装置１０から出金されるべき貨幣の金種毎の枚数は予
め設定されている。
【００５６】
　貨幣処理装置１０において入出金連続処理を行うにあたり、操作者はまず入出金連続処
理開始の指令を操作表示部２０により制御部１２に入力する（ＳＴＥＰ１１）。具体的に
は、操作表示部２０の待機画面等において当該操作表示部２０には「入出金連続処理開始
ボタン」が表示されており、操作者によってこの「入出金連続処理開始ボタン」が押下さ
れると入出金連続処理開始の指令が制御部１２に入力される。
【００５７】
　入出金連続処理開始の指令が制御部１２に入力された後、硬貨入金部１１０や紙幣入金
部２５２に貨幣が投入されると、貨幣処理装置１０において貨幣の入金処理が行われる（
ＳＴＥＰ１２）。そして、貨幣の入金処理が完了した後、所定の箇所への操作者のアクセ
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スが検知されると（ＳＴＥＰ１３の「ＹＥＳ」）、引き続き貨幣の出金処理が行われるよ
うになる（ＳＴＥＰ１４）。具体的には、貨幣処理装置１０において貨幣の入金処理が行
われた後、操作者が硬貨入金部１１０や紙幣入金部２５２に手を入れることによりこの操
作者の手が入金検知センサ１１１、２５３により検知されたときに、出金指示手段２４は
出金されるべき貨幣の複数の金種のうちある金種の貨幣（１金種目の貨幣）の出金指示を
制御部１２に送る。あるいは、貨幣処理装置１０において貨幣の入金処理が行われた後、
操作者が硬貨入出金装置１００の硬貨入金部１１０の近傍に設けられた人感センサ１１２
や紙幣入出金装置２００の紙幣入金部２５２の近傍に設けられた人感センサ２９０に手を
かざすことにより所定の箇所（すなわち、硬貨入金部１１０や紙幣入金部２５２の近傍の
箇所）への操作者のアクセスが人感センサ１１２、２９０等の検知部により検知されると
、出金指示手段２４はある金種の貨幣の出金指示を制御部１２に送るようになっていても
よい。また、貨幣処理装置１０において貨幣の入金処理が行われた後、時間設定手段２６
により設定された時間が経過した後に、出金指示手段２４はある金種の貨幣の出金指示を
制御部１２に送るようになっていてもよい。このように、貨幣の入金処理が行われた後に
出金指示手段２４が制御部１２に出金指示を送る任意のタイミングは、様々なタイミング
とすることができる。
【００５８】
　このようにして、貨幣の入金処理が行われた後に、出金されるべき貨幣の複数の金種の
うちある金種の貨幣（１金種目の貨幣）の出金指示が出金指示手段２４から制御部１２に
任意のタイミングで送られる。このことにより、制御部１２は、貨幣処理装置１０におい
て１金種目の貨幣の出金処理を行う（ＳＴＥＰ１４）。その後、所定の箇所への操作者の
アクセスが検知されると（ＳＴＥＰ１５の「ＹＥＳ」）、出金指示手段２４は別の金種の
貨幣（２金種目の貨幣）の出金指示を制御部１２に送る。また、制御部１２は、出金指示
手段２４から別の金種の貨幣の出金指示が送られると、貨幣処理装置１０において２金種
目の貨幣の出金処理を行う（ＳＴＥＰ１６）。その後、所定の箇所への操作者のアクセス
が検知されると（ＳＴＥＰ１７の「ＹＥＳ」）、出金指示手段２４は更に別の金種の貨幣
（３金種目以降の貨幣）の出金指示を制御部１２に送る（ＳＴＥＰ１８）。また、制御部
１２は、出金指示手段２４から更に別の金種の貨幣の出金指示が送られると、貨幣処理装
置１０において３金種目以降の貨幣の出金処理を行う。このような金種毎の貨幣の出金処
理は、出金されるべき全ての金種の貨幣が出金されるまで行われる（ＳＴＥＰ１９の「Ｎ
Ｏ」）。そして、出金されるべき全ての金種の貨幣が出金されると、貨幣の入出金連続処
理が完了する。
【００５９】
　以上のような構成からなる本実施の形態の貨幣処理装置１０によれば、制御部１２は、
貨幣のある処理（具体的には、出金処理または入金処理）が行われた後に、出金処理を任
意のタイミングで行うようになっている。このように、貨幣のある処理が行われた後の出
金処理を任意のタイミングで行うことにより、操作者にとっての手間を軽減することがで
きるため作業効率を向上させることができる。より詳細に説明すると、従来の貨幣処理装
置では、貨幣の出金処理開始の指令が与えられると、出金すべき全ての貨幣が収納繰出部
から繰り出され、この繰り出された貨幣が出金部に送られるようになっていた。この場合
には、各収納繰出部からの貨幣の繰り出し動作のタイミングが固定されるため、例えば操
作者が出金貨幣を金種別に取得したいときには出金口から貨幣を取り出した後に手動で金
種毎に仕分けなければならず、操作者にとって手間がかかるという問題があった。これに
対し、本実施の形態の貨幣処理装置１０では、貨幣のある処理が行われた後の出金処理を
任意のタイミングで行うことにより、出金部から貨幣をこまめに取り出すことができるよ
うになるため、上述した従来の貨幣処理装置の問題点を解消することができるようになる
。
【００６０】
　とりわけ、本実施の形態では、上述した構成の貨幣処理装置１０がフロントオフィス領
域において現金精算装置として設けられている場合において、このようなフロントオフィ
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ス領域で現金精算装置として用いられる貨幣処理装置１０をバックオフィス領域でも出納
機として使用することができるようになる。より詳細には、バックオフィス領域に設置さ
れる出納機では、フロントオフィス領域に設けられた現金精算装置へ装填するための釣銭
準備金としての貨幣を出金する必要がある。これに対し、バックオフィス領域に設置され
る出納機として、フロントオフィス領域に設置されていた本実施の形態による貨幣処理装
置１０を用いた場合には、貨幣のある処理が行われた後の出金処理を任意のタイミングで
行うことにより、出金部から貨幣をこまめに取り出すことができるようになるため、例え
ば釣銭準備金としての貨幣を金種別に取得することができるようになる。
【００６１】
　また、本実施の形態の貨幣処理装置１０においては、上述したように、制御部１２に任
意のタイミングで出金指示を送る出金指示手段２４が設けられており、制御部１２は、貨
幣のある処理が行われた後に、出金指示手段２４から出金指示を受け取ることで出金処理
を行うようになっている。また、所定の箇所への操作者のアクセスを検知する検知部とし
てフル検知センサ１７６やアクセス検知センサ２６２等の様々なセンサが設けられており
、出金指示手段２４は、所定の箇所への操作者のアクセスがこのような検知部により検知
されると、制御部１２に出金指示を送るようになっている。ここで、検知部は硬貨出金部
１７２や紙幣出金部２６０に設けられており、当該検知部は、硬貨出金部１７２や紙幣出
金部２６０への操作者のアクセスを検知するようになっている。また、検知部としてフル
検知センサ１７６や残留検知センサ１７４、２６１が用いられる場合には、当該検知部は
、少なくとも硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０内における貨幣の集積状態を検知する
ようになる。また、検知部としてフル検知センサ１７６が用いられる場合には、当該検知
部は、硬貨出金部１７２内において硬貨がフル状態またはニアフル状態であるか否かを検
知するようになる。
【００６２】
　また、本実施の形態の貨幣処理装置１０においては、上述したように、所定の箇所への
操作者のアクセスを検知する検知部が硬貨入金部１１０や紙幣入金部２５２に設けられて
いてもよい（すなわち、入金検知センサ１１１、２５３が検知部として用いられてもよい
）。この場合には、当該検知部は、硬貨入金部１１０や紙幣入金部２５２への操作者のア
クセスを検知するようになる。
【００６３】
　また、本実施の形態の貨幣処理装置１０においては、上述したように、貨幣のある処理
が行われた後に貨幣の次の処理が行われるまでの時間を任意に設定するための時間設定手
段２６が設けられており、制御部１２は、貨幣のある処理が行われた後に、任意のタイミ
ングとして時間設定手段２６により設定された時間が経過したタイミングで出金処理を行
うようになっていてもよい。
【００６４】
　また、本実施の形態の貨幣処理装置１０においては、上述したように、制御部１２は、
一回の取引において複数回の出金処理を連続して行う際に、ある出金処理が行われた後に
次の出金処理を任意のタイミングで行うようになっている。この際に、制御部１２は、一
回の取引において貨幣の金種毎に出金処理を複数回連続して行う。なお、上述したように
、制御部１２は、一回の取引において貨幣の金種毎に出金処理を複数回連続して行うので
はなく、一回の取引において貨幣の枚数毎や金額毎に出金処理を複数回連続して行うよう
になっていてもよい。
【００６５】
　また、本実施の形態の貨幣処理装置１０においては、上述したように、制御部１２は、
硬貨入金部１１０や紙幣入金部２５２により装置内部に投入された貨幣を収納繰出部１５
０、２７０に送るような貨幣の入金処理が行われた後に出金処理を任意のタイミングで行
うようになっている。この場合には、貨幣の入金処理が行われた後に出金処理が任意のタ
イミングで引き続き行われるような入出金連続処理を行うことにより、操作者が貨幣の出
金処理の指示を操作表示部２０により制御部１２に入力する手間を省くことができるよう
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になる。
【００６６】
　なお、本実施の形態による貨幣処理装置は、上述したような態様に限定されることはな
く、様々な変更を加えることができる。
【００６７】
　例えば、上述した貨幣処理装置１０および上位端末等の外部装置９０を組み合わせるこ
とにより本発明に係る貨幣処理システムが構成されるようになっていてもよい。この場合
には、上位端末等の外部装置９０は、貨幣処理装置１０とは別に設けられ、当該貨幣処理
装置１０に通信可能に接続された管理装置として機能するようになる。また、このような
貨幣処理システムでは、制御部１２が貨幣処理装置１０の各構成部材を制御することによ
り貨幣の入金処理や出金処理が行われるのではなく、外部装置９０から通信インターフェ
ース部３０を介して貨幣処理装置１０に貨幣の入金処理や出金処理に係る指令信号が送ら
れ、この指令信号に基づいて貨幣処理装置１０において貨幣の入金処理や出金処理が行わ
れるようになっていてもよい。言い換えると、管理装置としての外部装置９０は、貨幣処
理装置１０の収納繰出部１５０、２７０および搬送部１７０、２６４の少なくとも一方を
制御することで、貨幣を硬貨出金部１７２や紙幣出金部２６０から出金する出金処理を行
う制御部を有している。また、外部装置９０に設けられた制御部は、貨幣処理装置１０に
おいて貨幣のある処理（具体的には、出金処理または入金処理）が行われた後に出金処理
を任意のタイミングで行うようになっている。また、このような貨幣処理システムでは、
貨幣処理装置１０に設けられている出金指示手段２４や時間設定手段２６と同様の機能を
有する出金指示手段や時間設定手段が外部装置９０に設けられていてもよい。
【００６８】
　また、上述した硬貨入出金装置１００および紙幣入出金装置２００を組み合わせること
により、紙幣入出金装置２００における紙幣の入金処理が行われた後に硬貨入出金装置１
００における硬貨の出金処理が任意のタイミングで行われるようになっていてもよい。よ
り詳細に説明すると、硬貨入出金装置１００および紙幣入出金装置２００を組み合わせた
貨幣処理装置１０を両替装置として用いる場合、操作者によって両替モードが選択され、
両替される前の紙幣が操作者によって紙幣入金部２５２に投入されることにより紙幣入出
金装置２００において紙幣の入金処理が行われると、硬貨入出金装置１００は上述したよ
うな出金指示手段２４を用いることで、任意のタイミングで、紙幣入出金装置２００に投
入された紙幣の金額に相当する硬貨の出金処理を行う。また、上述した両替処理の原理は
、貨幣処理装置１０において硬貨を紙幣に交換する逆両替処理が行われる場合にも適用で
きる。また、貨幣処理装置１０において上述した両替処理が行われる場合に、硬貨入出金
装置１００に硬貨の出金処理を行わせる出金指示手段２４が紙幣入出金装置２００に設け
られていてもよい。さらに貨幣処理装置１０において上述した逆両替処理が行われる場合
に、紙幣入出金装置２００に紙幣の出金処理を行わせる出金指示手段２４が硬貨入出金装
置１００に設けられていてもよい。
【００６９】
　また、本実施の形態による貨幣処理装置は、貨幣の入金処理および出金処理の両方を行
う貨幣入出金装置（より厳密には、硬貨入出金装置１００および紙幣入出金装置２００を
組み合わせたもの）に限定されることはない。本実施の形態による貨幣処理装置として、
貨幣の出金処理のみを行う貨幣出金装置（より厳密には、硬貨の出金処理を行う硬貨出金
装置および紙幣の出金処理を行う紙幣出金装置を組み合わせたもの）が用いられてもよい
。このような貨幣出金装置として機能する貨幣処理装置では、制御部は、一回の取引にお
いて複数回の出金処理を連続して行う際に、ある出金処理が行われた後に次の出金処理を
任意のタイミングで行うようになっている。この際に、制御部は、一回の取引において貨
幣の金種毎に出金処理を複数回連続して行う。なお、上述したように、制御部は、一回の
取引において貨幣の金種毎に出金処理を複数回連続して行うのではなく、一回の取引にお
いて貨幣の枚数毎や金額毎に出金処理を複数回連続して行うようになっていてもよい。
【００７０】
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　また、本実施の形態による貨幣処理装置として、図７および図８に示すような硬貨釣銭
機３００が用いられてもよい。なお、図７は、硬貨釣銭機３００の内部を上方から鉛直方
向下方に向かって見たときの構成を示す構成図であり、図８は、図７に示す硬貨釣銭機に
おける硬貨入金部および硬貨出金部の構成の一例を示す上面図である。図７および図８に
示す硬貨釣銭機３００の構成の詳細について以下に説明する。
【００７１】
　図７に示すように、硬貨釣銭機３００は、略直方体形状の筐体３０２と、筐体３０２の
前面側に設けられ、硬貨の入金処理を行う際に操作者によって硬貨が投入される硬貨入金
部３１０と、筐体３０２の前面側に設けられ、硬貨の出金処理を行う際に硬貨が払い出さ
れる硬貨出金部３２０と、筐体３０２の内部で硬貨を金種毎に収納する複数の硬貨収納部
３９０ａ～３９０ｆとを備えている。ここで、複数の硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆは筐
体３０２の幅方向（すなわち、図７の左右方向）に沿って並列に並ぶよう配置されており
、各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆにはそれぞれ５０円硬貨、５円硬貨、５００円硬貨、
１００円硬貨、１０円硬貨および１円硬貨がこの順で収納されるようになっている。
【００７２】
　硬貨入金部３１０は、硬貨投入口を介して受け入れた硬貨を１層１列状態で１枚ずつ筐
体３０２内に取り込むようになっている。また、硬貨入金部３１０には残留検知センサ３
１３が設けられており、硬貨入金部３１０に受け入れられた硬貨は残留検知センサ３１３
によって検知されるようになっている。また、硬貨入金部３１０には、図７における左方
向に移動する繰出ベルト等からなる繰出部３１２が設けられており、硬貨入金部３１０に
受け入れられた硬貨が残留検知センサ３１３によって検知されるとこの繰出部３１２が駆
動されることにより当該繰出部３１２によって硬貨が筐体３０２の内部に１枚ずつ繰り出
されるようになっている。また、図７に示すように、硬貨入金部３１０には、繰出部３１
２により筐体３０２の内部に繰り出された硬貨を１層１列状態で搬送する入金搬送部３１
６が接続されている。
【００７３】
　入金搬送部３１６は、略水平方向に延びる搬送面を有しており、この搬送面上で硬貨は
略水平方向の姿勢で搬送されるようになっている。また、入金搬送部３１６は、複数のプ
ーリ３１６ｂにより張架された循環ベルト３１６ａを有しており、繰出部３１２により筐
体３０２の内部に繰り出された硬貨は循環ベルト３１６ａとの間で働く摩擦力により筐体
３０２の内部で搬送されるようになっている。具体的には、循環ベルト３１６ａは搬送面
からわずかな大きさの隙間（具体的には、概ね硬貨１枚分の厚さと略同一の大きさの隙間
）を隔てて搬送面の上方に配置されている。また、複数のプーリ３１６ｂのうちある一つ
のプーリ３１６ｂには駆動モータが接続されており、当該駆動モータによりプーリ３１６
ｂが回転させられることにより循環ベルト３１６ａは図７における反時計回りの方向に循
環移動するようになっている。また、循環ベルト３１６ａの下端部には搬送面上の硬貨を
押動するための押動ピン（図示せず）が等間隔で複数設けられており、循環ベルト３１６
ａが図７における反時計回りの方向に循環移動すると、搬送面上の硬貨が押動ピンにより
筐体３０２の奥行き方向に押動されるようになる。このようにして、繰出部３１２により
筐体３０２の内部に繰り出された硬貨は筐体３０２の内部における右側の領域において搬
送面上で略水平方向の姿勢で当該筐体３０２の奥行き方向に搬送されるようになる。
【００７４】
　図７に示すように、入金搬送部３１６の途中には、硬貨の金種、真偽、正損、表裏、新
旧、搬送状態等の識別を行う識別部３１８が設けられている。また、識別部３１８により
正常な硬貨ではないと識別された硬貨や識別部３１８により識別することができなかった
硬貨を入金搬送部３１６の搬送面から分岐させ、筐体３０２の前面側に設けられたリジェ
クト口（図示せず）により筐体３０２の外部に排出するリジェクト部が設けられている。
より詳細には、リジェクト部は、識別部３１８により正常な硬貨ではないと識別された硬
貨や識別部３１８により識別することができなかった硬貨を入金搬送部３１６の搬送面か
ら分岐させるためのゲート部材３６５を有している。
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【００７５】
　また、図７に示すように、入金搬送部３１６による硬貨の搬送方向におけるゲート部材
３６５の更に下流側には複数の金種別分岐部３６２が各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆに
対応して直列に並ぶよう設けられている。そして、識別部３１８により識別された硬貨が
各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆに金種別に振り分けられてこれらの硬貨収納部３９０ａ
～３９０ｆに収納されるようになる。
【００７６】
　また、図７に示すように、入金搬送部３１６による硬貨の搬送方向における各金種別分
岐部３６２の上流側には通過検知センサ３６３が設けられており、入金搬送部３１６によ
り搬送される硬貨は当該通過検知センサ３６３により検知されるようになっている。また
、入金搬送部３１６における奥行き方向に延びる搬送路にも通過検知センサ３６３が設け
られている。また、金種別分岐部３６２は、当該金種別分岐部３６２により入金搬送部３
１６から分岐されるべき硬貨が、金種別分岐部３６２よりも２つ前に位置する通過検知セ
ンサ３６３により検知されたときに、入金搬送部３１６から硬貨を分岐させる動作を開始
するようになっている。
【００７７】
　上述したように、各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆは硬貨を金種毎に収納するようにな
っている。また、各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆには、それぞれ、当該硬貨収納部３９
０ａ～３９０ｆに収納されている硬貨を１枚ずつ繰り出す帯状の繰出ベルト等の繰出部３
９２が設けられている。繰出部３９２により各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆから繰り出
された硬貨は硬貨出金部３２０に送られ、この硬貨出金部３２０に集積されるようになっ
ている。より詳細には、図７に示すように、６つの硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆのうち
右から３つの硬貨収納部３９０ａ～３９０ｃの手前側には、硬貨出金部３２０に向かって
斜め下方にわずかに傾斜している硬貨案内溝３２１が形成されており、繰出部３９２によ
り硬貨収納部３９０ａ～３９０ｃから繰り出された硬貨はこの硬貨案内溝３２１に立位状
態で入り、硬貨案内溝３２１において図７における左方向に硬貨が立位状態で転がりなが
ら移動することにより硬貨出金部３２０に送られるようになる。一方、６つの硬貨収納部
３９０ａ～３９０ｆのうち左から３つの硬貨収納部３９０ｄ～３９０ｆから繰出部３９２
により繰り出された硬貨は硬貨出金部３２０に直接送られるようになる。また、硬貨出金
部３２０は筐体３０２の外部に露出しており、操作者はこの硬貨出金部３２０に集積され
ている硬貨を手で掴んで筐体３０２の外部に取り出すことができるようになっている。
【００７８】
　このような硬貨釣銭機３００では、上述した貨幣処理装置１０と同様に、硬貨のある処
理（具体的には、出金処理または入金処理）が行われた後に、出金処理を任意のタイミン
グで行うようになっている。このように、硬貨のある処理が行われた後の出金処理を任意
のタイミングで行うことにより、操作者にとっての手間を軽減することができるため作業
効率を向上させることができる。さらに、操作者が意図していないタイミングでの出金が
行われないため、セキュリティ性を向上させることができる。より詳細には、図７等に示
すような硬貨釣銭機３００でも、当該硬貨釣銭機３００の各構成部材の制御を行う制御部
（図示せず）に任意のタイミングで出金指示を送る出金指示手段が設けられており、制御
部は、硬貨のある処理が行われた後に、出金指示手段から出金指示を受け取ることで出金
処理を行うようになっている。また、図７等に示すような硬貨釣銭機３００でも、所定の
箇所への操作者のアクセスを検知する検知部が設けられており、出金指示手段は、所定の
箇所への操作者のアクセスがこのような検知部により検知されると、制御部に出金指示を
送るようになっている。
【００７９】
　次に、硬貨出金部３２０の構成の詳細について図８を用いて説明する。図８に示すよう
に、硬貨出金部３２０には、硬貨が集積される集積領域３２２と、集積領域３２２の前面
側（すなわち、図８における下側）を塞ぐ開閉扉３２４とがそれぞれ設けられている。こ
こで、集積領域３２２には、各硬貨収納部３９０ｄ～３９０ｆから繰出部３９２により繰
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り出された硬貨や、各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｃから繰出部３９２により繰り出され
て硬貨案内溝３２１を通って送られた硬貨が集積されるようになっている。また、集積領
域３２２は筐体３０２の外部からアクセス可能となっており、集積領域３２２に集積され
た硬貨を操作者は筐体３０２の外部から手を入れて取り出すことができるようになってい
る。また、開閉扉３２４は筐体３０２に対して軸３２６を中心として回転可能となってい
る。具体的には、開閉扉３２４は、図８において実線で示すような閉止位置と、図８にお
いて二点鎖線で示すような開放位置との間で軸３２６を中心として回転可能となっている
。ここで、開閉扉３２４が図８において実線で示すような閉止位置に位置しているときに
は、集積領域３２２の前面側は開閉扉３２４で塞がれることにより、硬貨釣銭機３００に
おいて硬貨の出金処理が行われる途中で各硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆから集積領域３
２２に送られた硬貨が当該集積領域３２２の前面側から手前側にこぼれることはない。一
方、操作者が開閉扉３２４を図８において二点鎖線で示すような開放位置に開くと、集積
領域３２２の前面側が開放されるようになる。このことにより、出金硬貨が硬貨出金部３
２０の集積領域３２２に既に集積されている場合には、操作者は集積領域３２２から硬貨
を手前側に落とすだけで当該硬貨を例えば回収袋により回収することができるようになり
、硬貨出金部３２０に集積されている硬貨の回収時間を短縮することができるようになる
。
【００８０】
　なお、図８では開閉扉３２４の一方の端部に設けられた軸３２６を中心として当該開閉
扉３２４が開かれるような態様が示されているが、このような態様に限定されることはな
い。他の例として、例えば開閉扉が左右一対となるよう分割されており、それぞれの開閉
扉の端部に軸が設けられることにより、これらの左右一対の開閉扉が観音開きされるよう
になっていてもよい。
【００８１】
　また、硬貨出金部として、図８に示す硬貨出金部３２０の代わりに、図９に示す硬貨出
金部３３０が用いられてもよい。図９は、他の例に係る硬貨出金部３３０の構成を概略的
に示す側面図である。このような硬貨出金部３３０を備えた硬貨釣銭機３００ａでは、各
硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆから繰り出された硬貨は硬貨通過領域３３６から硬貨落下
領域３３４を落下して集積領域３３２に集積されるようになっている。また、集積領域３
３２の前面側（すなわち、図９における右側）を塞ぐ開閉扉３３８が設けられている。こ
こで、開閉扉３３８は、当該開閉扉３３８の下端部の近傍に設けられた軸３４０を中心と
して筐体３０２に対して回転可能となっている。具体的には、開閉扉３３８は、図９にお
いて点線で示すような閉止位置と、図９において二点鎖線で示すような開放位置との間で
軸３４０を中心として回転可能となっている。ここで、開閉扉３３８が図９において点線
で示すような閉止位置に位置しているときには、集積領域３３２の前面側は開閉扉３３８
で塞がれることにより、硬貨釣銭機３００ａにおいて硬貨の出金処理が行われる途中で各
硬貨収納部３９０ａ～３９０ｆから集積領域３３２に送られた硬貨が当該集積領域３３２
の前面側から手前側にこぼれることはない。一方、操作者が開閉扉３３８を図９において
二点鎖線で示すような開放位置に開くと、集積領域３３２の前面側が開放されるようにな
る。このことにより、出金硬貨が硬貨出金部３３０の集積領域３３２に既に集積されてい
る場合には、操作者は集積領域３３２から硬貨を手前側に落とすだけで当該硬貨を例えば
回収袋により回収することができるようになり、硬貨出金部３３０に集積されている硬貨
の回収時間を短縮することができるようになる。
【００８２】
　また、硬貨出金部として、図８に示す硬貨出金部３２０の代わりに、図１０に示す硬貨
出金部３５０が用いられてもよい。図１０は、更に他の例に係る硬貨出金部３５０の構成
を概略的に示す上面図である。このような硬貨出金部３５０を備えた硬貨釣銭機３００ｂ
では、筐体３０２に対して着脱自在に嵌め込まれる受け皿３５２が設けられており、当該
受け皿３５２の内部に集積領域３５４が形成されている。ここで、受け皿３５２が筐体３
０２に嵌め込まれているときに、この受け皿３５２の集積領域３５４には、各硬貨収納部
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３９０ｄ～３９０ｆから繰出部３９２により繰り出された硬貨や、各硬貨収納部３９０ａ
～３９０ｃから繰出部３９２により繰り出されて硬貨案内溝３２１を通って送られた硬貨
が集積されるようになっている。また、硬貨釣銭機３００ｂにおいて硬貨の出金処理が行
われた後、操作者は受け皿３５２を筐体３０２から取り外すだけで、受け皿３５２の集積
領域３５４に集積されている出金硬貨を受け皿３５２ごと回収することができるようにな
る。このような硬貨出金部３５０を用いた場合にも、操作者は受け皿３５２を筐体３０２
から取り外すだけで出金硬貨を受け皿３５２ごと回収することができるようになり、硬貨
出金部３５０に集積されている硬貨の回収時間を短縮することができるようになる。
【符号の説明】
【００８３】
１０　　　貨幣処理装置
１２　　　制御部
２０　　　操作表示部
２２　　　記憶部
２４　　　出金指示手段
２６　　　時間設定手段
３０　　　通信インターフェース部
９０　　　外部装置
１００　　硬貨入出金装置
１０２　　筐体
１１０　　硬貨入金部
１１１　　入金検知センサ
１１２　　人感センサ
１２０　　入金搬送部
１２０ｐ　無端状ベルト
１２２　　識別部
１２４　　選別部
１２５、１２６　シュート
１２７　　リジェクト選別部
１３０　　貯留繰出部
１３２　　回転円盤
１３２ｂ　表面
１３３　　硬貨貯留空間
１３４　　カバー部材
１５０　　収納繰出部
１５２　　回転円盤
１５２ｂ　表面
１５３　　硬貨収納空間
１５４　　カバー部材
１７０　　出金搬送部
１７０ａ　第１の出金搬送部分
１７０ｂ　第２の出金搬送部分
１７０ｐ　無端状ベルト
１７２　　硬貨出金部
１７４　　残留検知センサ
１７６　　フル検知センサ
１８０　　オーバーフロー硬貨収納部
２００　　紙幣入出金装置
２０２　　筐体
２１０　　紙幣入金部
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２３５　　現金搬送カセット
２５２　　紙幣入金部
２５２ａ　入金部カバー
２５２ｂ　紙幣繰出機構
２５３　　入金検知センサ
２６０　　紙幣出金部
２６０ａ　出金部シャッタ
２６１　　残留検知センサ
２６２　　アクセス検知センサ
２６４　　搬送部
２６６　　識別部
２７０　　収納繰出部
２８０　　カセット装着部
２９０　　人感センサ
３００、３００ａ、３００ｂ　硬貨釣銭機
３０２　　筐体
３１０　　硬貨入金部
３１２　　繰出部
３１３　　残留検知センサ
３１６　　入金搬送部
３１６ａ　循環ベルト
３１６ｂ　プーリ
３１８　　識別部
３２０　　硬貨出金部
３２１　　硬貨案内溝
３２２　　集積領域
３２４　　開閉扉
３２６　　軸
３３０　　硬貨出金部
３３２　　集積領域
３３４　　硬貨落下領域
３３６　　硬貨通過領域
３３８　　開閉扉
３４０　　軸
３５０　　硬貨出金部
３５２　　受け皿
３５４　　集積領域
３６２　　金種別分岐部
３６３　　通過検知センサ
３６５　　ゲート部材
３９０ａ～３９０ｆ　硬貨収納部
３９２　　繰出部
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